
続 

社
史
で
読
む
南
極
物
語 

」 

        

社
楽
１
０
２
号
で
は
、
報
道
、
動
力
、
建
築
の
分

野
か
ら
社
史
に
書
か
れ
た
「
南
極
観
測
隊
と
企
業
の

つ
な
が
り
」
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
続

編
を
お
送
り
し
ま
す
。 

 

ま
ず
は
通
信
設
備
に
つ
い
て
。
社
会
基
盤
事
業
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
手
掛
け
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ

の
『
マ
イ
ク
ロ
波
衛
星
通
信
事
業
５
０
年
の
歴
史
』

（
１
９
９
５
年
刊
）
に
は
、
世
界
初
の
「
南
極
か
ら
の

テ
レ
ビ
生
中
継
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
際

の
様
子
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

日
本
の
南
極
観
測
が
二
十
周
年
を
迎
え
た
の
を

機
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
企
画
し
た
も
の
で
、
同
社
へ
衛
星
通

信
関
係
の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
総
量
二
六 

     

       

ト
ン
の
「
可
搬
型
地
球
局
」
を
持
ち
込
ん
で
「
テ
レ
ビ

送
信
局
」
を
建
設
す
る
た
め
に
、
一
九
七
八
（
昭
和

五
三
）
年
十
一
月
に
東
京
港
を
出
発
し
ま
す
。
年
一

回
し
か
往
復
し
な
い
観
測
船
で
、
「
氷
海
か
ら
は
ヘ

リ
コ
プ
タ
の
キ
ャ
ビ
ン
内
に
入
れ
て
運
ぶ
と
い
う
条

件
」
が
あ
っ
た
た
め
「
一
点
で
も
忘
れ
物
が
あ
っ
た
ら
、

全
て
ダ
メ
に
な
る
と
い
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
が
重

要
な
厳
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

「
航
海
の
無
事
と
隊
員
と
“ふ
じ
”
の
乗
組
員
間
の

親
睦
を
は
か
る
た
め
」
行
わ
れ
た
演
芸
大
会
な
ど
、

経
験
者
な
ら
で
は
の
こ
ぼ
れ
話
も
あ
り
ま
す
。
ア
ン

テ
ナ
の
組
み
立
て
と
細
か
な
調
整
、
導
波
管
の
接
続

を
行
い
、
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
衛
星
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た

際
は
「
遂
に
や
っ
た
と
ジ
ー
ン
と
き
た
」そ
う
で
す
。 

     

        

『
金
子
架
設
工
業
百
年
史
』
（
１
９
９
０
年
刊
）
に

は
、
社
員
が
専
門
の
鳶
職
と
し
て
国
立
極
地
研
究

所
に
出
向
し
、
三
次
に
わ
た
り
現
地
に
派
遣
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

一
回
目
は
昭
和
五
七
年
、
第
二
四
次
隊
と
し
て

新
発
電
棟
を
建
設
す
る
た
め
に
、
二
回
目
は
昭
和

六
十
年
、
第
二
七
次
隊
と
し
て
作
業
工
作
棟
を
建

設
す
る
た
め
に
、
三
回
目
は
昭
和
六
三
年
、
「
世
界

最
大
と
い
う
直
径
１
１
ｍ
の
衛
星
受
信
用
大
型
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
」
を
組
み
立
て
る
た
め
に
参
加
。
地

上
二
十
ｍ
の
高
所
作
業
で
、
現
地
で
「
隊
員
５
人
を

臨
時
鳶
職
に
仕
立
て
、
無
事
に
大
任
を
果
た
し
た
」

と
あ
り
ま
す
。 

（裏
面
へ
続
く
）

楽 
 社 

 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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（
表
面
か
ら
続
く
） 

同
頁
に
は
「プ
ロ
の
ト
ビ
職
南
極
へ
勇
躍
」と
見
出
し
の
つ
い
た
昭

和
六
三
年
十
一
月
の
新
聞
記
事
と
、
大
型
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

『
関
電
工
５
０
年
史
』
（
１
９
９
６
年
刊
）
に
は
、
同
社
の
観
測
隊

参
加
の
歴
史
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
南
極
地
域

観
測
に
参
加
」と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。 

科
学
技
術
庁
の
要
請
で
二
八
次
隊
に
社
員
が
初
め
て
参
加
。
同

じ
社
員
が
そ
の
後
も
三
十
次
隊
（
一
九
八
八
年
七
月
一
日
～
九
十

年
三
月
三
一
日
）
に
参
加
し
、
「
昭
和
基
地
の
電
気
設
備
（
主
に
幹

線
・
送
電
線
）
の
整
備
・
更
新
と
世
界
初
の
直
径
１
０
ｍ
の
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
組
立
、
受
信
等
の
内
線
設
備
、
機
器
設
置
の
施
工
を
担
っ

た
」そ
う
で
す
。 

そ
の
後
も
同
社
の
社
員
が
三
二
、
三
四
、
三
五
次
隊
に
参
加
し
、

「
極
地
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
」
の
設
置
や
昭
和
基
地
初
の
電
気
空
調

設
備
の
施
工
、
ド
ー
ム
基
地
建
設
な
ど
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
「
極
地
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
に
つ
い
て
は
「
南
極
あ

す
か
基
地
に
極
地
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
別
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

で
触
れ
て
い
ま
す
。
基
地
内
で
電
力
・暖
房
用
燃
料
と
し
て
使
う
重

油
が
運
搬
す
る
資
機
材
の
約
六
割
を
占
め
て
い
た
た
め
、
運
搬
量

削
減
と
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
開
発
さ

れ
た
そ
う
で
す
。 

 

省
エ
ネ
に
つ
い
て
は
、
『
ヤ
ン
マ
ー
１
０
０
年
史
』
（
２
０
１
３
年

刊
）
に
も
記
載
が
あ
り
ま
す
。
基
地
で
は
「
以
前
か
ら
規
模
の
拡
大

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
な
ど
で
電
力
が
不
足
気
味
と
な
り
、
発
電

装
置
の
更
新
が
計
画
」
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
社
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
が
指
名
さ
れ
る
と
、
排
気
ガ
ス
空
気
熱
交
換
器
や
冷
却
水

熱
交
換
器
、
冷
却
水
タ
ン
ク
、
燃
料
タ
ン
ク
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
、

エ
ン
ジ
ン
の
排
気
熱
や
冷
却
水
の
熱
を
給
湯
や
暖
房
、
造
水
な
ど

に
利
用
す
る
ト
ー
タ
ル
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
通
常
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
倍
以
上
の
熱
効
率
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
同
社
と
ヤ
ン
マ
ー
機
器
サ
ー
ビ
ス
の
社
員
各
一
名
が
観

測
船
「
し
ら
せ
」
に
乗
り
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
三
月
か
ら
稼

働
。
観
測
・日
常
生
活
と
も
に
快
適
な
環
境
が
整
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

『ヤ
ン
マ
ー
キ
ャ
ス
テ
ク
ノ
株
式
会
社
松
江
事
業
部
創
業
１
０
０

周
年
記
念
社
史
』
（
２
０
１
９
年
刊
）
に
は
国
立
極
地
研
究
所
員
と

ヤ
ン
マ
ー
社
員
を
対
象
と
し
た
「
南
極
観
測
隊
参
加
経
験
者
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
は
一
九
八
四
年
以
来
三

十
年
以
上
に
わ
た
り
発
電
機
を
納
入
。
さ
ら
に
そ
の
安
定
し
た
運

転
、
整
備
の
た
め
に
「
国
立
極
地
研
究
所
に
出
向
し
た
後
、
南
極
観

測
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
毎
年
昭
和
基
地
で
越
冬
」
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
日
本
の
南
極
観
測
の
歴
史
や
概
要
の
ほ
か
、
「
発
電
機
が
止

ま
っ
た
ら
昭
和
基
地
は
“
４
時
間
で
凍
る
”
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
重

要
な
基
地
で
の
役
割
に
つ
い
て
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
基
地
で

の
生
活
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
経
験
者
な
ら
で
は
の
回
答
も
あ
り
ま
す
。 

 

社
史
で
は
南
極
と
い
う
過
酷
な
環
境
下
で
の
観
測
活
動
を
支
え

て
き
た
各
企
業
の 

ド
ラ
マ
が
読
め
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

全
貌
が
気
に
な
る
方
は
、
社
史
コ
ー
ナ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。  

 

（企
画
情
報
課 

堀
田
） 
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